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調査の概要 

 

＜調査の目的＞ 

卒業生の卒業時時点における成長実感や大学生活への満足度を調査する。あわせて、英語運用能力や進

路に関する状況を調査し学生の実態を把握することで、教育成果の検証を行うとともに課題に関する現

状把握を行い、改善活動に繋げる。 

 

＜調査の対象＞ 

2023 年度（2023 年 9 月、2024 年 3 月）に卒業した学部学生 1,147 人 

 

＜調査の方法＞ 

インターネットによるオンライン調査（記名） 

 

＜調査の期間＞ 

2023 年 9 月卒業者：2023 年 9 月 

2024 年 3 月卒業者：2024 年 3 月 

 

＜主な調査項目＞ 

① 成長に関すること（成長実感） 

② 身についたコンピテンシー 

③ 言語運用能力 

④ 在学中の人間関係（他国籍の友人の数） 

⑤ 海外渡航経験 

⑥ 大学に対する帰属意識、満足度 

⑦ 卒業後の進路について 

⑧ 進路に対する満足度 

 

＜回収の状況＞ 

対象者 1,147 人に対し調査を実施し、 

707 人より回答を得た（回答率 62%） 

回答率は昨年度回答率と差は殆どない。 

 

回答者の属性で見ると、学部の別では国内学生・国際学生それぞれ同程度の割合となっており、学部によ

る差異はない。国内学生・国際学生の別で見ると、国内学生より国際学生の方が回答率が高い。 

 

 

 



 

 p. 3 

回答状況 

成長・身についた能力に関すること 

 

＜身についたコンピテンシー＞ 

APU での学生生活で身についた資質・能力につい APU Rubric の 20 のコンピテンシーに沿って「と

ても身についた」から「全く身につかなかった」の 5 件法で質問した結果を以下に示す。 

すべてのコンピテンシーにおいて肯定意見（「とても身についた」「身についた」）が 85%を超えている。

最も肯定意見が多かったコンピテンシーは「コミュニケーション」で、次いで「共感」「柔軟性」「多様性理解」

「感謝心」「チームワーク」が僅差で並び、「チームワーク」については 6０.４%が「とても身についた」と回

答している。 
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＜成長実感を得た経験＞ 

「学生生活を通してあなたが最も成長実感を得た経験は何ですか？」という質問を行い、正課と正課外、

また大学以外の活動等の選択肢を提示した結果を以下に示す。（複数選択不可）。 

正課の授業が 20.7%、正課外の活動（サークル・学生スタッフ）が 20.5％、成果の授業（ゼミ・卒論）が

14.6%で、この三つを合わせると約 55%、さらに寮での経験（6.5%）を合計すると、約６0%となって

おり、多くの学生がキャンパス内における経験を通して成長を実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内学生・国際学生の別で見ると、国際学生の「成果の授業（ゼミ・卒論）」の割合が高いが、その分国内学

生は「正課の授業」や「オフキャンパススタディ（留学、インターンシップなど）」の割合が高い。 

学別で見ると、APM と APS で「正課の授業」「成果の授業（ゼミ・卒論）」の分布で差があるが、大きく「正

課」としてまとめると、全体における割合は同程度となる。
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＜言語運用能力＞ 

AP 言語を含めた言語の運用能力に関する質問を行った結果を以下に示す。 

国内学生の英語運用力は「日常生活で短く簡単な表現が理解でき、話ができる」と「日常的な事柄なら、

議論に参加できる」を合わせた、「日常生活レベル」と答えた学生が６８．７%、「専門分野に関する事柄を

英語で議論できる」と答えた学生は 23.1%であった。 

昨年度と比して「日常生活レベル」の割合が下がった一方、「専門分野に関する事柄を英語で議論できる」

「母語または母語レベル」という回答が増えている。 

国際学生の日本語運用能力は、「日常生活レベル」と答えた学生は約 50%、「専門分野に関する事柄を日

本語で議論できる」と答えが学生は 41.9%であった。 

国際学生の日本語運用能力も昨年度と比して「日常レベル」の割合が下がった一方、より高いレベルの運

用能力を持つと回答した学生が増えている。 

AP 言語は、最も運用能力を身に付けた学生が多い言語は国内学生が韓国語、国際学生が中国語となっ

ている。昨年度は国際学生も韓国語が最多（次点が中国語）だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 p. 6 

＜英語スコア＞ 

保有している英語スコアについて質問した結果を以下に示す。 

国内学生のうち、TOEIC-IP のスコアを保有している学生は 45.６%、IELTS は 21.1％となっている。 

昨年度は５５．５％がスコアを保有しており、保有率は 1 割程度下がっている。一方で、IELTS は微増。ま

た、６＋以上を保有する割合も増加している。 

国際学生は、TOEIC はスコア分布も含め昨年度と比して同程度、IELTS は微減している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：昨年度データ） 
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在学中のこと 

＜他国籍の友人関係＞ 

他国籍の友人関係を「趣味や遊びを一緒にすることができる友人」の数と、その友人の国籍数に分けて質

問した。 

国内学生は平均約 6 ヵ国 10 人の友人がいると回答し、国際学生は約 9 ヵ国、1９人の友人がいると回

答した。一方、国内学生の中には、多国籍の友人が 0 人と答えた学生が 8.5%（29 人）いた。 

昨年度と比して国内学生・国際学生とも平均友人人数は減少しているが、多国籍の友人が 0 人と回答し

た学生の数は減っている。 
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＜海外渡航について＞ 

休学や休暇中に海外渡航の経験があるかどうかについて質問した結果を以下に示す。 

2023 年度の卒業生は、１年次、２年次がコロナ禍（2020 年春～2021 年秋）にあたり、海外制限下に

あったため海外渡航の機会が少なかったことが影響していることが考えられ、以前の割合（2020 年 3

月は渡航経験のない学生の割合は 21.6％）にはまだ差があるが、2022 年度に比して渡航経験がある

と回答した学生・渡航した国地域の数は増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部別で見ると、いずれも渡航経験のない学生は半数以下となっている。APS の方が渡航経験のある人

数および渡航した国地域数が多いという結果であった。 
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APU に対する満足度 

大学への満足度を、「他者への推奨」、「帰属意識」、「誇り」の３つに分けて質問した結果を以下に示す。 

いずれも肯定的意見が全体平均で 75%を超えている。（「他者への推奨」７５．５％、「帰属意識」７８.６％、

「誇り」８０.５％）。前年度より、数値を下げている（前年度：８２％/80%/85%）が、コロナ禍以前（2019

年度卒業生、73%/77%/78%）よりは高い結果となった。 

国内学生・国際学生で比較すると「他者への推奨」「誇り」について国内学生が特に肯定的意見が多かった。 
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卒業後の進路について 

＜卒業後の進路について＞ 

卒業後の進路について質問した結果を以下に示す。 

国内学生の就職時の進路決定率 8３％（進学 4.1％、就職 78.9%）に対し、国際学生は 50%（進学

14.5％、就職 35.9%）に留まり。、49.6%は未定のまま卒業している。進路決定率は昨年度よりポイン

トを下げているが、一方で進学決定者がいずれも数ポイント上がっており、進学割合が増している。 

進路未定の国際学生の内訳は、日本での就職活動を継続する学生が 32.6％、日本以外の国で就職活動

を継続する学生が 47.5％、進学準備をする学生が 12.7％となっており、就職活動継続者の割合は昨年

度と同程度であった。進学準備の学生の割合は下がったが、進学決定者が増えている。 

大学院進学を選択する学生（決定者と受験予定者）は合わせて 101 名で卒業生全体の 14%となってい

る。 
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＜進路に対する満足度＞ 

進路に対する満足度を質問した結果を以下に示す。 

全体の肯定的意見は８９．８％。国内学生の肯定意見（「とても満足している」、「ある程度満足している」、

「どちらかというとしている」）は 93.8％。国際学生の肯定意見は 86.1％で、国内学生に比べると 7.７

ポイント低い。 

納得している理由としては、国内学生が「将来性」「事業内容／分野」「雰囲気」を上げた学生が多く、国際

学生は「将来性」「場所」「スキル／能力の向上」が多かった。 

納得していない理由としては、国内学生は「収入」「やりがい」「将来性」が上がった。国際学生では、「将来

性」「収入」「安定性」が上がった。 
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おわりに 

データの提供について 

卒業時調査のローデータをご希望の場合は全学企画オフィス（IR チーム）までお問い合わせください。 

 

＜問い合わせ先＞ 

全学企画オフィス IR チーム（irteam@apu.ac.jp）担当︓下村・原 


